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（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 10,671 △3.4 238 104.3 277 101.8 205 65.7

2021年3月期第3四半期 11,042 △20.6 116 △88.7 137 △87.1 124 △83.5

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期 152百万円 （31.0％） 2021年3月期第3四半期 116百万円 （△84.5％）

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 30.71 30.07

2021年3月期第3四半期 18.26 17.91

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 16,400 12,129 71.7

2021年3月期 18,163 12,215 65.1

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 11,762百万円 2021年3月期 11,827百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 － 11.00 － 14.00 25.00

2022年3月期 － 10.00 －

2022年3月期（予想） 15.00 25.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,500 △2.6 300 △2.9 350 5.6 220 27.0 32.85

1．2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

（2）連結財政状態

2．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

2021年3月期期末配当金の内訳　普通配当　4円00銭　記念配当　10円00銭（創立50周年記念配当）

2022年3月期（予想）期末配当金の内訳　普通配当　10円00銭　記念配当　5円00銭（上場30周年記念配当）

3．2022年3月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①　会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②　①以外の会計方針の変更 ： 無

③　会計上の見積りの変更 ： 有

④　修正再表示 ： 無

①　期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Ｑ 7,694,080株 2021年3月期 7,694,080株

②　期末自己株式数 2022年3月期3Ｑ 1,004,785株 2021年3月期 930,023株

③　期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Ｑ 6,699,624株 2021年3月期3Ｑ 6,800,702株

※　注記事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．7「2．四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（4）発行済株式数（普通株式）

※　四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料Ｐ．2「1．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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1．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が進み新規感染者数

が抑えられていることなどにより、持ち直しが見られております。しかしながら新たな変異株の拡大が懸念されて

いることで、依然として楽観視できない状況にあります。

建設業界におきましては、公共投資は引き続き底堅く推移し、民間の設備投資に回復基調があるものの、今後も

先行きの不透明感が拭えないことから、企業規模を問わず受注活動で競合が激化し、受注単価の下落を招いており

ます。併せて、建設資材価格の上昇を受け建設コストが高まってきたことなどで企業業績は厳しい状況にありま

す。

このような状況のもと、当第3四半期連結累計期間の売上高は、大型物流施設の杭工事や大型電力施設などの地盤

改良工事が寄与したものの、杭材料の販売や地盤改良工事の中小案件で受注件数が減少したことなどから106億71百

万円（前年同期比3.4％減）となりました。また、利益につきましては、営業利益は2億38百万円（前年同期比

104.3％増）、経常利益は2億77百万円（前年同期比101.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2億5百万円

（前年同期比65.7％増）となり減収・増益となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を第1四半期連結会計期間の期首

から適用しております。

（2）財政状態に関する説明

当第3四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ17億63百万円減少し、164億円となりまし

た。これは主に電子記録債権が6億86百万円増加したものの、受取手形・完成工事未収入金及び契約資産等が17億9

百万円、未収入金が1億65百万円減少したことによるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ16億77百万円減少し、42億70百万円となりました。これは主に支払手形・

工事未払金等が15億81百万円減少したことによるものであります。また、純資産合計は、前連結会計年度末に比べ

86百万円減少し、121億29百万円となりました。これは主に利益剰余金が40百万円増加したものの、自己株式が1億

19百万円増加したことによるものであります。

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年3月期の連結業績予想につきましては、業績の進捗状況等を勘案し、2021年5月11日に公表いたしました連

結業績予想を修正しております。

詳細は、本日別途開示しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 8,335,688 8,299,836

受取手形・完成工事未収入金等 4,539,358 －

受取手形・完成工事未収入金及び契約資産等 － 2,829,675

電子記録債権 632,470 1,318,605

未成工事支出金等 669,414 703,935

未収入金 437,634 272,028

その他 489,576 112,070

貸倒引当金 △1,694 △346

流動資産合計 15,102,448 13,535,805

固定資産

有形固定資産 2,465,291 2,302,427

無形固定資産

のれん 24,928 21,676

その他 28,654 21,321

無形固定資産合計 53,582 42,998

投資その他の資産

その他 561,588 530,298

貸倒引当金 △18,970 △11,112

投資その他の資産合計 542,617 519,185

固定資産合計 3,061,492 2,864,611

資産合計 18,163,940 16,400,417

2．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,383,728 2,802,624

１年内返済予定の長期借入金 41,068 9,940

未払法人税等 11,044 89,288

未成工事受入金 157,916 －

契約負債 － 97,457

工事損失引当金 12,500 9,344

その他の引当金 106,663 32,540

その他 344,874 518,080

流動負債合計 5,057,794 3,559,275

固定負債

長期借入金 192,924 29,820

退職給付に係る負債 496,290 497,319

引当金 56,494 62,613

その他 144,803 121,834

固定負債合計 890,513 711,588

負債合計 5,948,308 4,270,863

純資産の部

株主資本

資本金 1,710,900 1,710,900

資本剰余金 2,397,716 2,447,772

利益剰余金 8,187,745 8,228,194

自己株式 △511,410 △630,443

株主資本合計 11,784,951 11,756,423

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 50,453 15,079

為替換算調整勘定 △7,957 △9,071

その他の包括利益累計額合計 42,496 6,008

新株予約権 94,210 91,045

非支配株主持分 293,973 276,076

純資産合計 12,215,632 12,129,554

負債純資産合計 18,163,940 16,400,417
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（単位：千円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2020年 4月 1日
　至　2020年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2021年 4月 1日

　至　2021年12月31日)

売上高 11,042,763 10,671,573

売上原価 9,614,229 9,026,207

売上総利益 1,428,534 1,645,366

販売費及び一般管理費 1,311,767 1,406,862

営業利益 116,767 238,503

営業外収益

受取利息 55 175

受取配当金 3,317 9,581

仕入割引 14,497 11,803

物品売却益 2,178 7,933

為替差益 － 4,791

その他 3,324 6,259

営業外収益合計 23,372 40,544

営業外費用

支払利息 71 239

支払保証料 － 1,087

売上割引 597 －

為替差損 1,814 －

ゴルフ会員権売却損 － 142

その他 231 226

営業外費用合計 2,714 1,696

経常利益 137,424 277,351

特別利益

固定資産売却益 2,699 12,699

投資有価証券売却益 － 1,235

特別利益合計 2,699 13,935

特別損失

固定資産処分損 1,033 592

特別損失合計 1,033 592

税金等調整前四半期純利益 139,091 290,695

法人税等 27,834 101,945

四半期純利益 111,257 188,749

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △12,935 △16,997

親会社株主に帰属する四半期純利益 124,192 205,746

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第3四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2020年 4月 1日
　至　2020年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2021年 4月 1日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 111,257 188,749

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,435 △35,373

為替換算調整勘定 △1,483 △1,114

その他の包括利益合計 4,951 △36,488

四半期包括利益 116,208 152,261

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 129,144 169,258

非支配株主に係る四半期包括利益 △12,935 △16,997

（四半期連結包括利益計算書）

（第3四半期連結累計期間）
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（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第3四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当

該見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する方法によっておりま

す。

（会計方針の変更）

（「収益認識に関する会計基準」等の適用に伴う変更）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

また、この収益認識会計基準等の適用により、鋼管杭等の販売において、従来、顧客から受け取る対価につい

て、その総額を売上高として計上しておりましたが、当社が代理人に該当する場合は、顧客から受け取る額から仕

入先に支払う額を控除した純額を売上高として計上いたしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

りますが、重要な影響はないため、利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。

この結果、当第3四半期連結累計期間の売上高が294,077千円、売上原価が294,077千円それぞれ減少しております

が、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形・完成工事未収入金等」は、第1四半期連結会計期間より「受取手形・完成工事未収入金及び契約資産

等」に含めて表示し、「流動負債」に表示していた「未成工事受入金」及び「その他」に含まれる前受金は、第1四

半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定

める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（「時価の算定に関する会計基準」等の適用に伴う変更）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。

（会計上の見積りの変更）

（工事進捗率の見積方法の変更）

当社グループは、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識している杭工事において、完成

工事高及び完成工事原価の算出に用いる杭施工進捗率を杭の打設本数としておりましたが、第1四半期連結会計期間

より、杭の打設重量を基準とした杭施工進捗率に変更しております。

この変更は、当社グループが請負う杭工事の内容が近年変化しており、杭の打設重量を基準とした杭施工進捗率

により算出した完成工事高及び完成工事原価が、より工事進捗の実態を反映できると判断したことによるものであ

ります。

これにより、従来の方法に比べて、当第3四半期連結累計期間の売上高が49,309千円減少し、営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益が9,419千円減少しております。
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セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

建設事業 11,863,831 4,524,401

土木建築コンサルティング全般等事業 － －

その他の事業 － －

合　　計 11,863,831 4,524,401

セグメントの名称 金額（千円）

建設事業 10,868,830

土木建築コンサルティング全般等事業 154,654

その他の事業 19,279

合　　計 11,042,763

セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

建設事業 11,144,971 5,395,148

土木建築コンサルティング全般等事業 － －

その他の事業 － －

合　　計 11,144,971 5,395,148

セグメントの名称 金額（千円）

建設事業 10,496,723

土木建築コンサルティング全般等事業 155,564

その他の事業 19,286

合　　計 10,671,573

3．補足情報

（1）受注高・売上高・受注残高内訳表

前第3四半期連結累計期間（自　2020年4月1日　至　2020年12月31日）

①受注高・受注残高

（注）1．当連結企業集団では土木建築コンサルティング全般等事業及びその他の事業は受注生産を行っておりま

せんので、同事業については受注高及び受注残高の記載を省略しております。

2．当社は2020年10月30日付で株式会社広島組の全株式を取得し、連結子会社化いたしました。なお、株式

会社広島組の決算日は12月31日であり、2020年10月1日をみなし取得日としたため、同社の受注高は含

まれておりません。

②売上高

（注）当社は2020年10月30日付で株式会社広島組の全株式を取得し、連結子会社化いたしました。なお、株式会

社広島組の決算日は12月31日であり、2020年10月1日をみなし取得日としたため、同社の売上高は含まれて

おりません。

当第3四半期連結累計期間（自　2021年4月1日　至　2021年12月31日）

①受注高・受注残高

（注）当連結企業集団では土木建築コンサルティング全般等事業及びその他の事業は受注生産を行っておりませ

んので、同事業については受注高及び受注残高の記載を省略しております。

②売上高
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